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▶2025 年まであとちょうど10年の年を迎えました。
本格的な多死社会に突入し，医療現場の過密化
が加速していきます。医療者の総数が変わらない
以上，何らかの選択と集中がどの現場でも求めら
れるのでしょう。▶私の親は受診歴のない病院に
救急搬送されて亡くなりました。病院前で心停止し
ていたため異状死扱いとなり，病院の霊安室に1
泊。夜遅く，最寄りの警察署の刑事が事情聴取の
ために尋ねてきました。今後，身寄りのない独居高
齢者の孤独死事例も増えるでしょうから，これを全
てに行っていたら警察官の数も足りなくなるのでは
と感じました。社会のシステム全体を変えるべきとき
が迫っています。▶本誌も読者の皆さまとともに，
社会や臨床現場の変化に応じた看護マネジメント
を考察する媒体でありたいと思います。本年もご愛
読のほど，どうぞよろしくお願い申し上げます。
� （小齋）

▶子どもの頃，宮沢賢治の『注文の多い料理店』
のアニメーションビデオ（岡本忠成監督・1993
年）をプレゼントされ，映像の美しさに感銘を受け
て何度も観ていたのですが，ついにはテープが擦
り切れてしまいました。先週無性に懐かしくなり，
DVD化されたものを十数年ぶりに再観賞するに
至りました。制作途中での監督の急逝など波乱を
経て完成した本作は深い陰に満ち，原作とは一
味異なるものでしたが，やはりすばらしい作品で再
会できたことに喜びを感じました。▶宮沢賢治は
人間の命に深く向き合った創作家の1人でした
が，彼が亡くなってから80年以上が経ち，生死の
かたちは新たな様相を呈しています。多くの煩悶を
抱えながらも，死の間際まで自分らしく生きた彼の
人生を見つめ直すと，情報の氾濫する現代におい
て自分らしい選択を繰り返すことの難しさをひしひ
しと感じます。� （笹山）
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アカウントをお持ちの方は「看護管理」で検索し
ていただき，「いいね！」をお願いいたします。
http://www.facebook.com/kangokanri1991
◉twitter アカウントは，@kangokanri です。
合わせてフォローをお願いいたします。

facebookやってます！

特集
がん患者への意思決定支援の質を高める
診断時から終末期までを支える組織的取り組み
1月号に続く意思決定支援特集。2月号では，がん患者の意思決定支援に焦点を当てる。
がん医療関係者の中でトピックとなっている「意思決定支援」についてあらためてひもとくと
ともに，全国各施設のグッド・プラクティスを通じて，意思決定支援を推進できる倫理的な組
織づくり，職員の教育方法，具体的な地域連携体制の構築方法，意思決定を支えるオリジ
ナルツールなどを紹介し，よりよい「がん患者への意思決定支援」を多角的に考察する。

「治療期から終末期までのがん患者への意思決定支援」◉竹之内沙弥香
「患者の意思決定支援」の基盤となる倫理的な組織づくり◉濱口恵子
病院あげての意思決定支援（ACP）推進プロジェクトの取り組み
医療者が困難を感じるポイントとは◉大谷弘行／安部陽子
意思決定支援ロールプレイ研修
スタッフへの教育的支援◉早坂和恵／市川智里
【実践報告：京都大学医学部附属病院】
病棟全体で取り組む診断時から終末期までのがん患者への意思決定支援
◉大内沙也子
大学病院と訪問看護ステーションが連携したがん患者意思決定支援
地域包括ケア体制における理想のありかた◉大堀洋子
【コラム】がん治療施設が集中する新宿区に「暮らしの保健室」が存在する意義
◉杉本みぎわ
【座談会】英国・マギーズセンターの活動から考える
がん患者が自分の力を取り戻すための社会心理的支援
◉アンドリュー・アンダーソン／中川和彦／秋山正子／田村恵子

巻頭
うちの師長会・主任会⑭　諏訪中央病院
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